
東
日
本
大
震
災
津
波

か
ら
12
年
と
な
っ
た
11

日
朝
、
日
本
共
産
党
の

穀
田
恵
二
国
対
委
員

長
・
衆
院
議
員
は
盛
岡

市
の
Ｊ
Ｒ
盛
岡
駅
前
で
、

斉
藤
信
県
議
団
長
、
鈴

木
努
盛
岡
市
議
ら
と
と

も
に
街
頭
演
説
を
行
い

ま
し
た
。

穀
田
氏
は
、
岸
田
首

相
が
施
政
方
針
演
説
で

大
震
災
津
波
に
ふ
れ
ず
、

福
島
原
発
事
故
が
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
原
発
回

帰
を
表
明
し
、
大
軍
拡

の
財
源
に
復
興
特
別
所

得
税
を
使
お
う
と
し
て

い
る
と
批

判
。
憲
法

第
13
条
の

幸
福
追
求

権
に
基
づ

き
、
被
災

者
の
生
活

と
生
業
へ

の
支
援
を

強
め
る
べ

き
だ
と
訴

え
ま
し
た
。

穀
田
氏
は
、

衆
院
予
算
委
員
会
の
中

央
公
聴
会
で
公
述
人
が

「
戦
争
が
始
ま
り
そ
う

な
雰
囲
気
だ
」と
話
し
、

政
府
が
意
に
沿
わ
な
い

番
組
に
放
送
法
の
解
釈

変
更
で
圧
力
を
か
け
る

な
ど
、
戦
争
か
平
和
か

が
問
わ
れ
て
い
る
と
指

摘
。
敵
基
地
攻
撃
能
力

保
有
と
大
軍
拡
を
阻

止
す
る
た
め
に
先
頭
に

立
っ
て
頑
張
る
と
語
り

ま
し
た
。
斉
藤
氏
は
、

達
増
県
政
が
幸
福
追

求
権
を
保
障
す
る
立

場
で
被
災
者
の
医
療
費

免
除
な
ど
全
国
に
誇
れ

る
施
策
を
進
め
、
そ
れ

を
県
政
全
般
に
広
げ
て

き
た
と
強
調
。
９
月
10

日
任
期
満
了
の
知
事
選

で
達
増
県
政
の
継
続
発

展
を
め
ざ
し
、
県
議
選

で
は
党
の
３
議
席
確
保
へ

力
を
尽
く
す
と
述
べ
ま

し
た
。

同
日
、
穀
田
氏
は
斉

藤
氏
と
一
緒
に
釜
石
市

を
訪
問
し
、
県
と
市
の

合
同
追
悼
式
に
参
加
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
盛
岡
地

区
委
員
会
は
11
日
、
盛

岡
市
で
穀
田
恵
二
国
対

委
員
長
・
衆
院
議
員
を

迎
え
た
「
語
り
合
う
集

い
」
を
開
き
ま
し
た
。
46

人
が
参
加
し
、
会
場
か

ら
出
さ
れ
た
質
問
に
穀

田
さ
ん
が
答
え
ま
し
た
。

穀
田
さ
ん
は
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
保
有
や

大
軍
拡
の
危
険
性
を
暴

露
し
、
戦
争
か
平
和
か

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る
の
は
共
産
党
と
「し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」
だ
け
だ
と

指
摘
。
大
手
メ
デ
ィ
ア
が

共
産
党
の
論
戦
を
黙
殺

し
、
反
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
行
う
な
か
、
党
と
「赤

旗
」
を
大
き
く
し
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
策
の
質

問
に
は
、
「
大
幅
賃
上

げ
が
ど
う
し
て
も
必
要

だ
」と
強
調
。
政
治
の
責

任
で
最
低
賃
金
の
再
改

定
を
実
施
し
、
大
企
業

の
内
部
留
保
の
一
部
を

中
小
企
業
に
回
し
て
賃

上
げ
を
支
援
す
る
べ
き

だ
と
語
り
ま
し
た
。

「
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
は
脅
威
で
は
」の
問

い
に
は
、
北
朝
鮮
の
国

連
決
議
違
反
が
厳
し
く

批
判
さ
れ
る
の
は
当
然

だ
が
、
そ
れ
を
理
由
に

大
軍
拡
を
あ
お
り
立
て

る
の
は
ダ
メ
で
、
話
し
合

い
を
再
構
築
す
る
外
交

努
力
こ
そ
が
大
事
だ
と

述
べ
ま
し
た
。

「岸
田
政
権
に
よ
る
改

憲
は
止
め
ら
れ
る
か
」
の

質
問
に
穀
田
さ
ん
は
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
保

有
や
放
送
法
の
解
釈
変

更
な
ど
戦
争
に
つ
な
が

る
「
ど
ん
な
動
き
も
見

過
ご
さ
ず
、
警
告
を
発

し
て
い
こ
う
」
と
力
を
込

め
ま
し
た
。

達
増
拓
也
知
事
は
７

日
の
県
議
会
予
算
特
別

委
員
会
で
、
岸
田
政
権

が
進
め
る
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
に
つ
い
て
、

「
専
守
防
衛
を
旨
と
す

る
従
来
の
日
本
国
憲
法

第
９
条
の
解
釈
を
変
更

し
、
日
本
の
先
制
攻
撃

の
可
能
性
を
示
す
こ
と

は
、
日
本
と
周
辺
国
と

の
緊
張
が
高
ま
る
危
険

性
が
あ
る
」
と
の
認
識

を
示
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
高
田

一
郎
議
員
が
総
括
質

疑
で
取
り
上
げ
た
の
に

対
し
て
、
答
え
ま
し
た
。

高
田
氏
は
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
保
有
は
専

守
防
衛
を
投
げ
捨
て
、

「
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防

衛
」
の
下
で
自
衛
隊
が

米
軍
と
融
合
し
、
他
国

へ
先
制
攻
撃
を
行
う
も

の
だ
と
指
摘
。
こ
れ
ま
で

の
安
保
政
策
を
根
底
か

ら
覆
す
重
大
な
内
容
だ

と
強
調
し
、
達
増
知
事

の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

達
増
知
事
は
、
相
手

国
の
ミ
サ
イ
ル
が
発
射

さ
れ
る
前
に
攻
撃
を
す

る
こ
と
は
「
国
際
法
違

反
の
先
制
攻
撃
と
見
な

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
答
弁
。
先
制
攻
撃
は

従
来
の
憲
法
第
９
条
の

解
釈
上
、
日
本
政
府
も

一
貫
し
て
否
定
し
て
き

た
と
述
べ
ま
し
た
。

達
増
知
事
は
ま
た
、

先
制
攻
撃
の
可
能
性
を

示
せ
ば
「
世
界
全
体
の

安
全
保
障
に
大
き
な
現

状
変
更
を
も
た
ら
す
」

と
懸
念
を
表
明
。
日
本

政
府
に
対
し
、
「
憲
法

第
９
条
の
趣
旨
を
尊
重

し
、
近
隣
諸
国
と
の
友

好
と
、
正
義
と
秩
序
を

基
調
と
す
る
国
際
平

和
を
誠
実
に
求
め
る
」

こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。

（１）２０２３年３月１９日（日） 第８３９号新 い わ て

発行所

新いわて社
盛岡市内丸17-21

〒020-0023 ℡019(601)9924

１部50円 月100円

左から斉藤県議、穀田国対委員長、鈴木努盛岡市議

今回は漆を

収穫する際に

使う道具を紹介

しよう。「漆鎌(かま)」は、でこぼこしている

漆の外皮を削(そ)いで滑らかにする道具

で皮取りなどとも呼び、木の周りの下草

や小枝の刈り払いにも使う。「漆鉋(かん

な)」は漆の表皮を細長く削りとる刃物。

鉋は柄を含めても30cm弱、刃形はまるで特殊

な彫刻刀だ。鉋の刃の付け根には小さい角の

ような突起（メサシという）もある。「ヘラ」は柳葉

に似た形で刃はない。鉋の傷から滲み出る漆

液を掻き採る道具なので傷の幅に沿うように細

くした先端を茶杓(ちゃしゃく)状に曲げている。

「漆鎌(かま)」の刀身は鉋の全長の約２倍。鎌、

鉋、ヘラのいずれも鋼(はがね)製で、手で握る

部分は木製。握り柄は掻き職人が自分で木材

を削り出し、柄の先端を割って金属の刃先を

挿(す)げ、針金などで固定す

る。ヘラで掻き採った漆液を

入れる漆樽（浄法寺ではタカッ

ポとも）は朴の木の外皮を剥ぎ

取って丸め筒にして板で底を

つけ接着し、紐を結わえて持

ち手とする。収穫期終盤には

エグリという刃物も使う。

盛岡市 中村恵美

左から順にヘラ、漆鉋、漆鎌、エグリ。見
切れているが左端は漆樽（著者撮影）

穀田さんと「語り合う集い」



県
議
会
予
算
特
別
委

員
会
で
７
日
、
日
本
共

産
党
の
高
田
一
郎
議
員

が
総
括
質
疑
に
立
ち
、

少
子
化
対
策
や
危
機

に
直
面
す
る
酪
農
へ
の

対
策
な
ど
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

高
田
氏
は
、
国
の
調

査
で
は
子
育
て
支
援
で

「
教
育
費
の
軽
減
」
が
必

要
だ
と
答
え
た
人
が
約

７
割
に
達
し
た
と
紹
介
。

大
学
・
専
門
学
校
の
教

育
費
無
償
化
を
少
子

化
対
策
の
柱
に
し
、
県

が
来
年
度
か
ら
行
う

「
大
学
等
進
学
支
援
事

業
」
（
２
６
３
８
万
円
）
を

周
知
徹
底
し
て
ほ
し
い

と
要
望
し
ま
し
た
。

高
田
氏
は
「岩
手
県
で

学
校
給
食
の
無
償
化
を

実
施
す
る
場
合
の
所
要

額
は
い
く
ら
か
」
と
質
問
。

菊
池

哲

副
知
事
は
、

あ
き
ら

約
41
億
６
０
０
０
万
円

（
第
３
子
以
降
の
場
合

は
約
８
億
３
０
０
０
万

円
）だ
と
答
え
ま
し
た
。

高
田
氏
は
ま
た
、
飼

料
や
肥
料
の
価
格
高
騰

が
続
き
、
「牛
乳
を
搾
れ

ば
搾
る
ほ
ど
赤
字
が
出

る
。
岩
手
県
か
ら
酪
農

の
灯
が
消
え
か
ね
な
い

危
機
的
状
況
だ
」
と
強

調
。
県
が
き
め
細
か
な

対
策
を
講
じ
、
国
に
対

し
て
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス

（
乳
製
品
の
輸
入
）
の
中

止
を
求
め
る
べ
き
だ
と

迫
り
ま
し
た
。

高
田
氏
は
さ
ら
に
、

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
か

か
り
増
し
経
費
や
物
価

高
騰
の
影
響
で
高
齢
者

施
設
の
経
営
は
深
刻
に

な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
昨

年
の
12
月
補
正
で
行
っ

た
光
熱
費
高
騰
に
対
す

る
支
援
を
、
来
年
度
も

継
続
し
て
ほ
し
い
と
述
べ

ま
し
た
。

重
税
反
対
全
国
統
一

行
動
に
呼
応
し
、
第
57

回
岩
手
県
中
央
集
会

（同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
13
日
、
盛
岡
市
で
開

か
れ
ま
し
た
。
雨
の
な
か
、

１
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ

で
、
い
わ
て
労
連
の

高
橋
基
副
議
長
は

「
戦
争
す
る
た
め
に

国
民
は
税
金
を
払
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。

憲
法
９
条
を
生
か
し

た
平
和
外
交
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

報
告
で
岩
商
連
の
関

沢
淨
会
長
は
、
政
府
が

買
う
ミ
サ
イ
ル
は
米
軍

と
一
緒
に
他
国
を
先
制

攻
撃
す
る
武
器
に
な
る

と
批
判
。
戦
争
を
さ
せ

な
い
努
力
を
す
る
こ
と

が
政
治
の
役
割
だ
と
力

を
込
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
吉
田

恭
子
県
副
委
員
長
は
、

戦
費
調
達
の
重
税
押
し

付
け
の
反
省
か
ら
つ
く

ら
れ
た
申
告
納
税
制
度

を
、
岸
田
政
権
は
改
悪

し
よ
う
と
し
て
い
る
と

指
摘
。
「
大
軍
拡
と
大

増
税
を
阻
止
す
る
た
め

に
力
を
合
わ
せ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
ら

は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
を
中
止

せ
よ
」
「
消
費
税
を
５
％

に
戻
せ
」
と
コ
ー
ル
し
、

デ
モ
行
進
。
盛
岡
税
務

署
に
集
団
申
告
を
し
ま

し
た
。
県
内
の
７
カ
所
で

集
会
や
デ
モ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

２
０
２
３
年
国
際
女

性
デ
ー
岩
手
県
集
会

実
行
委
員
会
は
８
日
、

盛
岡
市
で
岸
田
大
軍
拡

に
反
対
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
求
め
る
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

45
人
が
参
加
し
、
ミ
モ
ザ

の
花
や
プ
ラ
カ
ー
ド
、

横
断
幕
を
持
っ
て
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
鈴
木
ま
き

子
実
行
委
員
長
は
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
と
大
軍
拡
を
具
体

化
し
た
予
算
が
国
会
で

審
議
さ
れ
て
い
る
と
指

摘
。
「戦
争
で
殺
さ
れ
る

の
は
国
民
で
す
。
夫
や

息
子
を
戦
場
へ
は
送
ら

せ
な
い
。
軍
拡
を
止
め

よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

岩
手
医
労
連
、
新
婦

人
盛
岡
支
部
、
岩
手
県

農
民
連
の
各
代
表
が
発

言
。
日
本
共
産
党
の
吉

田
恭
子
県
副
委
員
長

は
「
今
年
は
統
一
地
方

選
と
震
災
延
期
選
挙
が

あ
り
ま
す
。
戦
争
を
絶

対
に
起
こ
さ
せ
な
い
た

め
に
頑
張
る
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。
憲
法
９

条
に
基
づ
く
平
和
外
交

や
原
発
ゼ
ロ
な
ど
を
要

求
す
る
「
日
本
政
府
に

対
す
る
決
議
」
を
拍
手

で
採
択
し
ま
し
た
。

県
内
の
女
性
５
団
体

で
構
成
す
る
「ピ
ー
ス
ア

ク
シ
ョ
ン
い
わ
て
」
は
３

日
、
盛
岡
市
で
岸
田
政

権
の
大
軍
拡
を
許
さ
な

い
「ひ
な
祭
り
パ
レ
ー
ド
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

35
人
が
参
加
し
、
紙

で
作
っ
た
桃
の
花
や
「
ミ

サ
イ
ル
爆
買
い
Ｎ
Ｏ
！
」

「
子
ど
も
た
ち
を
戦
場

に
送
ら
な
い
」
な
ど
と
書

い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ

て
訴
え
ま
し
た
。

出
発
前
に
新
日
本

婦
人
の
会
県
本
部
の

渋
谷
靖
子
会
長
は
、

岸
田
政
権
は
敵
基
地

攻
撃
能
力
と
大
軍
拡

を
具
体
化
し
た
２
０
２

３
年
度
予
算
案
を
、
ま

と
も
な
説
明
も
な
く

衆
院
で
通
過
さ
せ
た

と
批
判
。
子
ど
も
た
ち

の
未
来
を
守
る
た
め
に

は
、
「日
本
は
戦
争
の
準

備
で
は
な
く
、
平
和
の

準
備
を
す
べ
き
で
す
」と

力
を
込
め
ま
し
た
。
い

わ
て
女
性
・
九
条
の
会

の
伊
藤
慶
子
事
務
局
長

は
、
戦
前
は
侵
略
戦
争

に
反
対
す
る
人
た
ち
が

治
安
維
持
法
で
弾
圧
さ

れ
、
今
は
大
軍
拡
と
対

決
す
る
日
本
共
産
党
が

一
部
大
手
メ
デ
ィ
ア
か

ら
攻
撃
を
受
け
て
い
る

と
指
摘
。
戦
争
か
平
和

か
が
鋭
く
問
わ
れ
る
な

か
、
「女
性
は
平
和
を
望

む
」
の
声
を
上
げ
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
「
敵
基

地
攻
撃

憲
法
違
反
」

「
大
軍
拡
で
平
和
を
壊

す
な
」
「
軍
事
費
削
っ
て

暮
ら
し
に
回
せ
」
と
唱

和
し
な
が
ら
、
繁
華
街

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

沿
道
で
若
い
女
性
２
人

が
「
壊
す
な
」
と
一
緒
に

コ
ー
ル
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

（２）２０２３年３月１９日（日） 第８３９号新 い わ て

「日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
批
准
を

求
め
る
岩
手
県
民
の

会
」は
14
日
昼
、
盛
岡

市
で
街
頭
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。
県
被
団

協
の
下
村
次
弘
事

務
局
長
、
県
原
水

協
の
渋
谷
靖
子
代

表
理
事
ら
が
マ
イ

ク
を
握
り
、
日
本

政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
批
准
を

求
め
る
署
名
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
岸
田
政
権

が
禁
止
条
約
へ
の
参

加
を
拒
否
す
る
一
方

で
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
や
大
軍
拡

を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
と
指
摘
。
日
本
政

府
は
憲
法
９
条
に
基

づ
く
平
和
外
交
で
戦

争
を
起
こ
さ
せ
ず
、

唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
禁
止
条
約
に
加
わ

る
べ
き
だ
と
訴
え
ま
し

た
。「

核
兵
器
や
軍
事

力
で
他
国
を
脅
す
の

は
間
違
っ
て
い
る
。
外

交
努
力
が
大
事
だ
。

日
本
が
先
に
手
を
出

す
の
は
絶
対
に
ダ
メ
で

す
」
「
岸
田
首
相
は
い

い
か
げ
ん
な
人
だ
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

重税反対岩手県中央集会のデモ行進

国際女性デー集会実行委員会の宣伝

核禁条約の会が宣伝

日本共産党岩手県会館は、

断熱材を厚くし、トリプルガラ

スを取り付け、高い水準の断

熱性能の建物をめざしていま

す（写真は3/15）。革新の拠

点にふさわしい会館とするた

めに、読者の皆さまの引き続

きの募金をお願いします。

ひなまつりパレード

質問する高田県議


